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物流MaaS事業の取組状況

IT事業者・保険会社等連携による

運行品質向上モデルの構築

企業名：三菱重工業株式会社

物流M a a Sの実現に向けた研究開発・実証事業
（見える化・自動荷役等による輸配送効率化）
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IT事業者・保険会社等連携による運行品質
向上モデルの構築（全体概要）

見える化・自動荷役等による輸配送効率化 ｜ 三菱重工業㈱

物流革新に向けては、自動化・標準化の推進に加え、自主荷役改善など商慣行

の見直しが求められるが、立場が弱く、対応余力に乏しい運送事業者が、主体的に

取り組むため、荷役の実態を正確に把握し、課題解決を促すサービスに着目

事業の背景・課題 事業概要（取組内容、想定する成果・アウトプット、全体スケジュールなど）

体
制

• 三菱重工業㈱
• 三菱ロジスネクスト㈱
• ㈱NTTデータ
• ㈱島津製作所

• 新明和工業㈱
• 東京海上日動火災㈱
• 損保ジャパン㈱

目指す将来像とその実現に向けた課題

２．中継地連携による積み合わせ向上

１．荷役作業の可視化による運行品質向上

※太字は今年度の取り組み
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「物流革新に向けた政策パッケージ」における荷主への規制的措置に対応、商慣行見直しを促進

１ 事業の背景・課題
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２ 目指す将来像とその実現に向けた課題

業界毎に異なる課題に迅速・効率的に対応する為、情報のアラート化や、安全安心向上メニューを拡充

バラ積み

パレット

カゴ車

※太字は今年度の取り組み
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３ 事業概要

IT事業者・保険会社他と協業し、荷役の可視化の深堀りと、データ連携による付加価値向上に取り組む

①車両における高負荷作業継続による交換部品寿命予測モデル構築
②リフターにおけるシリンダ圧力センサー等の挙動情報と、ヒヤリハット等
の相関検証

③フォークリフト・テールゲートリフターなどの自主荷役のセンシングによるモ
デル化・類型化

④事故削減のためのFT図（Fault Tree Diagram）作成フレーム
ワークの浸透に向けた課題整理と、蓄積データ活用手法の検討

２．中継地連携による積み合わせ向上
①RFIDタグ（ICタグ）を用いて荷役情報をトラックと紐付ける座席指定方式の検証
②座席指定情報を活用した中継地での積み合わせ向上・過積載防止の検証
③汎用化に向けた定常分（ベースロード）と追加分の作業プロセスの分析・類型化

実証実験イメージ

〈中継地連携による積み合わせ向上の取り組みイメージ〉

１．荷役作業の可視化による運行品質向上

〈車両・ドライバー・貨物情報の取得デバイス〉
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４ これまでの取り組み経緯と成果

＊１：出典 国交省・厚労省「トラック輸送状況の実態調査結果（2016）」

赤字はFY23取り組み
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５ Ｒ５年度の取り組み：①テールゲートリフタ危険挙動検知
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５ Ｒ５年度の取り組み：②行動センシング、③事故要因モデルフレームワーク展開
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５ Ｒ５年度の取り組み：中継地連携による積み合わせ向上
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６ 次年度以降の取り組み

10

耐久性

危険挙動検知

導入効果検証
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